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10月 6目、千曲川市民緑地(上堀グランド)で小牧橋の起工式が行われました。

小牧橋は橋長約376m、幅員 10mで昭和58年度完成の予定です。この小牧橋が完成しますと、交通

渋滞の緩和と地域産業発展のうえに計り知れない利益をもたらすものと期待されています。

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

11月の「市民と市長の日」はお休み

11月2日(月)に予定されていた「市民

と市長の日」は、都合により中止とな

りました。ご了承ください。

農地問題相談日

「農地問題相談」を11月2日(月)午前

8時30分から午後 5時まで、市役所2
階農業委員会事務局で行います。お気

軽におでかけください。
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9月定例市議会

災害復旧・土木など重点に補正

9月定例市議会は、 9月8日から28日まで、

21日間の会期で聞かれました。

今回の市議会では、「老人福祉活動等基金条

例の一部改正案Jr上田市自然運動公園条例の

一部改正案Jr昭和56年度上田市一般会計補正

予算案」など29議案が審議され、すべて可決、

承認されました。

9月議会で決まった56年度予算

中南 正 予 算 客貢

一 般会計 14億7，245万9千円

特 別会計 9，157万5千円

予 算 額

一 般会計 198億9，462万7千円

特 別会計 59億3，953万7千円

上
塩
尻
公
民
館
(
写
真
)
跡
に
塩
尻
地
区
公
民
館
を
建
設

!*総務費
: 自治会防犯灯電気料補助金 1，275万6千円

: 共同集会施設等新築・用地購入等補助金 857万2千円

:*民生費
i 相染閣浴そう改修工事費

: 川西社会福祉セ ンター屋根修理工事

i 母子寮浴室改造工事

i*衛生費
j 上小衛生施設組合負担金 7，209万2千円

i 上田市真田町じんかい焼却場組合負担金3，301万2千円

i*農林水産業費
j 麦大豆等生産総合振興対策補助金

1 農村総合整備モデル事業補償料

i 非補助土地改良工事費

:*商工費
: 定期観光パス運行道路盤備工事

fj*土木費
ペ 道路新設改良工事費・用地費等

i 河川用悪水路改修・維持工事費

j 花園天神町線用地費・補償料

) 上田原住戸改善事業工事費

~*消防費
i コミュニティ防災センター工事費

l*教育費
! (仮称)城南小用地地質調査等委託料

: 小中学校校舎等改修営繕工事費

: 市営野球場外野改修排水工事貸

i 川辺小学校校庭夜間照明工事費

:*災害復旧費
i 農地災害復旧費

; 林業施設災害復旧費

常回会館(写真)跡にコミユ三ティ防災センタ ーを建設 ! 道路橋りょう災害復旧費

補正予算の主な内容(一般会計)

220万円

350万円

742万2千円

3，820万8千円

650万円

2，300万円

150万円

I億6，800万円

3，000万円

3，692万9千円

2，500万円

5，820万円

295万円

3，000万円

500万円

1，000万円

9，015万9千円

3，768万8千円

7，157万円

校舎の増築工事が進む神科小学校

〈
地
方
事
務
所
長
賞
〉
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司
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、
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路
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、

五
十
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歳
、
緑
が
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一
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四
)

略
歴
:
・
岩
村
田
高
等
女
学
校
卒
、
上
一

田
市
立
北
小
学
校

P
T
A
副
会
長
、

上
田
市
連
合
婦
人
会
副
会
長
、
上
回
一

市
公
平
委
員
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主
な
条
例
の
改
正

*
老
人
福
祉
活
動
等
基
金
条
例
の
一
部
門

改
正

去
る
七
月
十
日
、
小
島
茂
酔
さ
ん

(中
川

央
西
二
丁
目
)
か
ら
老
人
福
祉
活
動
に
〈

役
立
て
て
ほ
し
い
と
多
額
の
ご
寄
付
を
川

い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
と
し
ま
し
て
は
、

小
島
さ
ん
の
ご
意
向
に
そ
っ
て
基
金
の
川

増
額
を
図
り
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
川

た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

*
上
田
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
特
〈

別
給
付
金
条
例
の
一
部
改
正

県
の
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
川

に
よ
り
、
支
給
対
象
者
の
範
囲
を
拡
大
川

し
、
障
害
者
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
川

向
上
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

*
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護
川

資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一

部

改

正

川

法
令
な
ど
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
災
川

害
弔
慰
金
の
額
及
び
災
害
援
護
資
金
の
山

貸
付
限
度
額
を
引
き
上
げ
た
い
と
い
う
山

も
の
で
す
。

川

*
上
田
市
自
然
運
動
公
園
条
例
の
一
部
門

改

正

川

自
然
運
動
公
園
に
建
設
中
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ

l
ト
三
階
建
て
の
総
合
体
育
館
山

が
、
今
秋
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
川

の
で
、
こ
の
施
設
の
使
用
料
な
ど
を
定
川

め
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

納
税
標
語
の

〈
地
方
事
務
所
長
賞
〉

山
崎
尚
美
さ
ん

(一

中
)、

細
野
栄
子

さ
ん
(
二
中
)、
清
水
英
子
さ
ん

(三
中
)、

大
池
秀
治
さ
ん
(
四
中
)、
堀
内
文
枝
さ

ん
(
五
中
)、
丸
山
明
子
さ
ん

(塩
田
中
)、

宮
下
哲
さ
ん
(
川
西
中
)

〈
市
長
賞
〉

遠
藤
博
子
さ
ん
、
滝
沢
晴
美
き
ん
、

北
嶋
み
ゆ
き
き
ん
(
以
上
一
中
)、
倉
升

俊
幸
さ
ん
、
中
垣
美
保
さ
ん
、
甲
田
慎

一
さ
ん
(
以
上
二
中
)
、
柳
沢
秀
俊
さ
ん
、

西
沢
文
子
さ
ん
、
滝
沢
文
恵
さ
ん

(
以

上
三
中
)
、
中
山
孝
之
さ
ん
、
田
中
万
里

子
さ
ん
、
北
山
益
幸
さ
ん
(
以
上
回
中
)、

中
村
行
仁
さ
ん
、
田
口
直
美
さ
ん
、
久

保
田
道
子
き
ん
(
以
上
五
中
)
、
山
極

巌
き
ん
、
佐
々
木
克
則
き
ん
、
小
林
優

子
さ
ん
(
以
上
塩
田
中
)
、
米
沢
一
馬
さ

ん
、
西
沢
裕
義
さ
ん
、
戸
島
伸
子
さ
ん

(
以
上
川
西
中
)

入
選
者
を
表
彰

市
内
の
中
学
三
年
生
に
社
会
学
習
の

一
環
と
し
て
、
日
常
生
活
の
中
か
ら
税

金
の
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
納
税
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
ろ
う

と
、
市
内
の
中
学
三
年
生
か
ら
「
納
税

標
語
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
千
七
百

三
十
七
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

慎
重
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

入
選
者
が
き
ま
り
、
賞
状
と
副
賞
を
贈

り
ま
し
た
。

〈
税
務
署
長
賞
〉

村
山
千
枝
さ
ん
(
一
中
)
、
清
水
範
子

さ
ん
(
二
中
)
、
野
口
美
穂
き
ん
(
三
中
)、

酒
井
敦
史
さ
ん

(
四
中
)
、
細
谷
典
子
さ

ん
(
五
中
)、
武
田
恭
子
さ
ん

(塩
田
中
)、

南
沢
厚
子
さ
ん
(
川
西
中
)

校長先生から賞状を受ける入選者(三中で)
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ー
自
然
運
動
公
園

l

総
合
体
育
館
が
完
成

...，. 

9月27日、自然運動公園の総合体育館が完成(写真上)し、その祝賀式と完成

記念バレーボール特別招待試合が盛大に行われました。

同体育館は東信随ーの規模を誇る体育館て¥これで昭和51年度から 6年計画

で建設を進めてきた自然運動公園の施設づくりが完成したことになります。

来
年
四
月
に
入
園
す
る
保
育
園
児
の

野狩F導体姥ィエ
伊野竹トンネルが開通

10月 2日、浅間山ろく広域農道(上田

軽井沢間約27km)の野竹隆道(トンネル)

が完成 しました。

同隆道は全長285m、幅員8.5mで、この

隆道の完成により国道144号線(県営上田

球場西側)から県道下原大屋停車場線(農

村環境改善センター東側)までの3.3kmが 量

供用開始となります。

常
に
そ
の
看
護
に
あ
た
り
、
同
居
の

伊

も
η 

‘神川地区公民館がオープン

地 肢の皆さん待望の神川地区公民館が、

10月 3日めでたくオープンしました。

同公民館は鉄骨造り平屋建て 、建て面制

約620m'の建物で、 250人以上が入れる大ホ

ール、和室 3室のほか枕聴覚室 、図書室、.

料理室 などを備えています。

今後は、神川地区の皆さんの各純集会や

公民館活動の拠点として、大いに利用がHJJ

待されています。

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
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入園希望者の事前調査を実施します

来
年
四
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

入
国
受
付
は
、
毎
年

一
月
に
行

っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
保
育
園

の
定
員
の

適
正
化
を
計
る
た
め
、
事
前
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

事
前
調
査
書
は
、
在
園
児
に
つ
い
て

は
保
育
園
か
ら
配
布
、
新
た
に
入
国
を

希
望
す
る
場
合
は
地
区
民
生
(
児
童
)

委
員
さ
ん
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
国
条
件
〉

①
母
親
が
、
家
庭
内
ま
た
は
家
庭
外

に
お
い
て
家
事
以
外
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す

る
人
が
い
な
い
場
合

②
母
親
が
出
産
の
前
後
ま
た
は
疾
病
、

あ
る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

③
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
、
ま

た
は
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
母
親
が

常
に
そ
の
看
護
に
あ
た
り
、
同
居
の

家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

④
母
親
が
死
て
ま
た
は
行
方
不
明
な

ど
の
家
庭
で
、
同
居
の
家
族
に
保
育

す
る
人
が
い
な
い
場
合

⑤

災

害
に
よ

っ
て
居
宅
を
失
い
ま
た

は
破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に
保

育
で
き
な
い
場
合

〈
提
出
方
法
v

調
査
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
十

月
三
十
日
ま
で
に
保
育
園
ま
た
は
市
役

所
児
童
保
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

①

年

の

中

途

で

満
三
歳
に
な

っ
た
子

供
き
ん
の
入
園
は
、
原
則
と
し
て
で

き
ま
せ
ん
。

②
企
業
内
保
育
、
育
児
休
職
な
ど
で

年
の
中
途
に
入
国
を
希
望
す
る
方
は
、

そ
の
旨
記
入
し
調
査
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
用
品
の

登
録
を
砂
不
用
品
登
録
情
報
。
と
し
て
、

月
一
回
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
そ
の
十
六
回
目
で
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
屯
話
番
号
な
ど
を
生
活

(10月6日現在)その⑬(主なもの)不用品登録情報

ゆずってください

チ供用 自動車、 ベ ビーカー

コンビラ yク

洋服タンス 、長イス

二段ベッ ド、 茶夕、ンス

和文タイプライター

ゆずります く希望価絡〉

30，000 -35，000円

夏物ベビー ドレス、ほうし (川 icL2，000円

電気ジュータン (2枚セ ァト) 40，000円

三輪ハイク(伽 f;!?7il) 60，O00円

女児用 自転 市 (ヒンク )

4，000円

制機 (新品問隊)

ベ ビーラ yク (新品[，可十五)

環
境
課

へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
謀
で
は
、
ゆ
ず

っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
必
ず
生
活
環
境
課
へ
、
十
日

以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電動オノレカーン

洗濯機、 ステレオ

テレビ 、電気ス タン ト

向転 _iji.(大人用)

石油用のフロー式

米ビ ツ

血圧計

無 料

500円

2，000円

江戸 ニ~ 5，000円

石油 ス トーブ (匂 さI01.';)O，000-20，000円

音声多豆チューナ一、スヒーカ 18，000円
ト一一一 一ー

じゅうぶん活用できる不用品は、どんなものでも登録しましょう 。

40，000 -50，000円

30，000円

ノ、イク(50cc、1，300h，")

ノ〈イク (90cc、5，OOOhm) 

飾り 戸棚 (25X75x 59.，1、裂、カラス)cJ)

イヒゴザ (6位 、1年j!l:問)

ソファ ーセ y 卜

v lゆbすでtリJtたニい

l 宜含茸包4“10ω01仏内人付J ，J'司似4明以3ω03幻jへ Iおj3公t~粁fに 工j注主針品給許を

う吋i介1圭のトラブルなどについては、.'iH:を f'tいかねますので こ 了*ください
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退職金は国の制度で

えつ広報

“あしたのために"

一第 849号

中小企業退職金共済制度

合⑫4100内線605>

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中

小
企
業
に
働
く
皆
さ
ん
に
、
退
職
金
が

確
実
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
国
の
制
度
で
す
。

こ
の

共
済
制
度
は
、
昨
年
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
内
容
も
一
段
と
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
安
全
・
確
実
・
有
利

な
こ
の
制
度
に
、
さ
ら
に
多
く
の
中
小

企
業
の
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
制
度
の
特
色
〉

①
掛
金
は
、
全
額
免
税
で
す
。

②
退
職
金
に
国
庫
補
助
が

つ
き
ま
す
。

③
福
利
厚
生
地
設
を
設
置
す
る
場
合
の

資
全
を
、
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

く労政課

〈
制
度
の
利
点
〉

①
月
々
わ
ず
か
な
砂
金
で
、
将
来
多
額

の
退
職
金
が
用
意
で
き
ま
す
。

②
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
・
確
実
で
、

手
続
き
は
簡
単
で
す
。

③
掛
金
月
額
の
増
額
は
、
い
つ
で
も
で

き
ま
す
。

④
従
来
よ
り
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
に

つ
い
て
は
、
加
入
前
の
過
去
の
勤
務

期
間
を
通
算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
加
入
で
き
る
企
業
〉

常
用
従
業
員
三
百
人
(卸
売
業
百
人
、

小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
五
十
人
)
以
下

の
企
業
、
ま
た
は
資
本
金
な
ど
一
億
円

(
卸
売
業
三
千
万
円
、
小
売
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
一
千
万
円
)
以
下
の
企
業
で
あ

れ
は
、

法
人
企
業
で
も
、
個
人
企
業
で

も
加
入
で
き
ま
す
。

〈
毎
月
の
掛
金
〉

掛
金
は
、
従
業
員
ご
と
に
次
の
枕
金

月
額
の
中
か
ら
決
め
て
い
た
だ
き
、

毎

月
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
二
百
円
、
千
四
百
円
、
千
六
百
円
、

千
八
百
円
、
二
千
円
、
二
千
五
百
円
、

三
千
円、

三
千
五
百
円
、
四
千
円
、
四

千
五
百
円
、
五
千
円
、
六
千
円
、
七
千

円、

八
千
円
、
九
千
円
、

一
万
円
、
一

万
二
千
円
、
一
万
四
千
円
、
一
万
六
千

円
〈
加
入
の
手
続
き
〉

所
定
め
申
込
書

(金
融
機
関
に
備
え

付
け
)
に
ご
記
入
の
う
、
之
、

申
込
金
を

添
え
て
お
近
く
の
金
融
機
附
へ

巾
し
込

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少
し

で
も
加
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
昨

年
度
よ
り
掛
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

補
助
金
額
は
、
加
入
し
た
月
か
ら
三

年
間
、
掛
金
の
二

O
%
(
一
人
月
額
六

百
円
限
度
)
で
す
。
一
月
か
ら
十
一-
川

ま
や

L
山川人
し
た
掛
金
に
つ
い
て
、
翌

4
一
月
二
十
日
ま
で
に
、
事
業
主
か
ら

補
助
金
交
付
申
請
書
を
市
労
政
課
へ
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
特
定
退
職
金
共
済
」
に
も

補
助
が
あ
り
ま
す

も
う

一
つ
の
退
職
金
共
済
制
度
と
し

て
、
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

市
で
は
、
本
年
度
よ
り
所
得
税
法
施

行
令
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
団
体
(
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
中
小
企
業
団
体

中
央
会
な
ど
)
が
実
施
す
る
こ
の
制
度

に
加
入
し
た
中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ

ん
に
も
、
同
様
の
補
助
を
し
ま
す
。
(
商

工
会
議
所
が
実
施
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
か
ら
補
助
を
し
て
い
ま
す
)

ま
た
、
補
助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て
も
、

同
様
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

っ
て
い
ま
す
。

小泉地域集団電話が一般電話に
二上国電報電話局=

ます宅地住宅相談を開催t

市内小泉地区の地域集団屯話 (fi⑫8000番台 )が、

10月 8日までにすべて一般の屯話に切り倖わり、 'ι話

番号も変わりました。

新しい電話番号は、屯話局の番号案内(ダイヤル104)

におdねください。

リユでは、住宅をつく る|努の法fIt問題、 I J也・組~ ;Jの

売買契約や登記なと宅地・住毛に|剥してい ろいろと お

削りの方のために、次のとおり毛地・住宅相談を開催

します。

相談は無料で、秘密は厳守しますのでお気粍におで

カ叫すく fごさし、。

と き...11月 9日(JJ)午前1011:子から午後 4u.'f 

ところ…市役所 41;符会議主

葉
で
直
接
地
権
者
に
働
き
か
け
を
し
て



第 849号一

資
令
を
、
低
利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

ポ
ル
ノ
誌
自
販
機
の

今
年
の
四
月
、
士
n
団
地
籍
に
ポ
ル
ノ

雑

J
n
動
販
売
機
が
崎
玉
県
の
業
者
に

よ
り
設
置
さ
れ
て
か
ら
、
六
か
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

地
厄
で
は
、
五
月
に
「
百
少
年
に
有

百
な
併
怒
雑
誌
自
動
販
売
機
追
放
連
絡

協
議
会
」

(会
長
・
汗
木
武
喜
さ
ん
)
を

設
立
さ
せ
、
泉
回
、

川
辺、

小
泉
地
区

の
向
治
会
長
さ
ん
は
じ
め
、
育
成
諸
国

体
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
柏
極

的
な
撤
去
運
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た。

だえ一〕一(7)一一一ー 昭和56年10月16日 広報

ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

追
放
は
住
民
運
動
で

夜
警
を

7
・8
月
に
実
施

特
に
、
七
月
十
九
日
か
ら
八
月
二
十

八
日
ま
で
、
四
十
一
日
間
に
わ
た
り
実

施
し
た
夜
鵬
首
、
及
び
実
態
調
査
(
ポ
ル

ノ
自
販
機
利
用
者
の
実
態
調
査
と
未
成

年
者
に
対
す
る
不
買
指
導
)
に
は
、
各

団
体
の
献
身
的
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た。こ

の
間
に
買
わ
れ
た
雑
誌
は
、
二
百

大
量
設
置
の
動
き
が
目
立
つ
ポ
ル
ノ
雑
誌
自
販
機

二
冊
。
夜
答
が
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
こ

の
数
倍
は
買
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

夜
答
の
姿
を
見
て
思
い
と
ど
ま
っ
た

人
も
多
く
、
手
に
入
れ
て
は
み
た
も
の

の
監
視
に
気
が
つ
き
、
投
げ
捨
て
て
行

っ
た
人
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
高

校
生
は
じ
め
、
未
成
年
者
の
立
ち
寄
り

も
な
く
な
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
好
例

を
残
し
ま
し
た
。

再
度
、
夜
警
を
実
施

こ
の
夜
響
も
、
八
月
二
十
八
日
を
も

っ
て
当
初
の
計
画
を
終
了
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
せ

っ
か
く
の
成

果
も
消
滅
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
九

月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
追
放
連
絡
協
議

会
と
自
治
会
連
合
会
の
合
同
会
議
で
は
、

追
放
実
現
の
た
め
夜
笹
と
実
態
調
査
の

続
行
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
も
、

撤
去
さ
れ
る
ま
で
昼
夜
を
問
わ
ず
実
施

す
る
と
い
う
強
硬
な
も
の
で
、
九
月
十

四
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
今
回
は
地
元
の
小
中
P
T
A

の
お
母
さ
ん
方
も
自
主
的
に
独
自
の
調

査
計
画
を
立
て
て
実
施
す
る
な
ど
、
前

回
に
も
増
し
て
追
放
運
動
が
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
。

自
販
機
が
神
科
に
も

八
月
初
め
に
は
、

神
科
地
区
の
三
か

所
に
ポ
ル
ノ
雑
誌
収
納
の
自
販
機
が
、

浜
松
市
の
業
者
に
よ
り
五
台
設
置
さ
れ

る
な
ど
、
県
外
業
者
に
よ
る
大
量
設
置

の
動
き
が
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
業
者
は
、

地
権

者

に

は

二

般

書
庖
で
売
っ
て
い
る
雑
誌
を
販
売
す
る

の
で
心
配
な
い
」
と
言
っ
て
、
期
間
三

年、

三

・
三
平
方
灯
で
月
三
万
二
千
円

の
高
額
で
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、

収
納
さ
れ
て
い
る
雑
誌
は
、
ポ

ル
ノ
誌
と
一
般
誌
が
混
ざ
っ
て
入
っ
て

い
る
、
い
わ
ゆ
る
混
売
方
法
で
す
。
県

内
の
実
例
で
は
、
こ
の
混
売
方
法
も
地

元
の
反
対
運
動
が
な
け
れ
ば
、
や
が
て

は
す
べ
て
を
ポ
ル
ノ
誌
の
収
納
に
切
り

答
え
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
で
す
。

神
科
地
区
で
は
、
自
治
会
、
育
成
会
、

P
T
A
な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
「
神
科

地
区
に
は
自
販
機
を
設
置
さ
せ
な
い
運

動
」
を
展
開
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

す
で
に
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
設
置
さ
れ
そ
う
な

場
所
の
地
権
者
に
、
設
置
依
頼
が
あ

っ

て
も
拒
否
す
る
運
動
を
し
て
い
る
自
治

会
も
あ
り
ま
す
。

こ
な
い
運
動
の
推
進
を

業
者
は
、
絶
え
ず
格
好
の
設
置
場
所

を
ね
ら
っ
て
市
内
を
は
い
か
い
し
て
お

り
、
格
好
の
場
所
が
あ
る
と
、
甘
い
言

JP山
日
u
I
L

ふ心‘，、‘
ζ

業
で
直
按
地
権
者
に
働
き
か
け
を
し
て

い
ま
す
。

現
在
の
法
律
で
は
、
い

っ
た
ん
ポ
ル

ノ
雑
誌
収
納
の
自
販
機
が
設
置
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
そ
れ
を
撤
去
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
追
放
運
動
が
、
最
も
効
果
的
で

す
。ま

ず
大
人
が
模
範
を
示
し
、
ポ
ル
ノ

雑
誌
自
販
機
か
ら
は
「
買
わ
な
い
」
、
ポ

ル
ノ
雑
誌
を
「
見
せ
な
い
」
、
自
販
機
を

「
置
か
せ
な
い
」
の
三
な
い
運
動
を
進
め

る
と
と
も
に
、
土
地
、
建
物
、
屯
椋
な

ど
も
貸
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。
民 謡流しなど多彩な催 し

一 日躍広場最終日・ 10月25日一

今年の日叫広場最終日は、 10月25日です。そ こで 25 
日には、次めような多彩な催し物が予定されています。
大勢の皆さん、ご参加lくださ い。

1. 上岡市民謡述のJ(品流し

2. 上田市消防音楽隊と di民吹奏楽団による演奏
3 姉妹都市物産即売会

4. もちつき 大会
5 献血
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「お年寄りを敬う作文J
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う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

③ 

林 正直 くん
(川辺小・6年)

入選作昂

う
ち
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
七

十
政
以
上
の
年
だ
。

そ
れ
で
も
、
だ
れ
も
い
な
い
昼
は
、

せ
ん
た
く
や
食
事
の
し
た
く
な
ど
を
や

っ
て
お
い
て
く
れ
る
。
し
か
し
、
最
近

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
足
が
い
た
い
」
と

毎
日
言
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ほ
く
は

守

憲

3年度

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
代
わ
っ
て
、
夕
飯
の

し
た
く
を
時
々
し
た
り
す
る
。
そ
の
時
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
み
る
。
す
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
こ
う
や
る
ん
だ
よ
」

と
い
っ
て
、
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
る
。

ほ
か
に
も
、
畑
な
ど
へ
行
っ
た
時
は
、

作
業
の
し
か
た
を
教
え
て
く
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
時
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
何

ん
で
も
知
っ
て
い
る
ん
だ
な

l
」
と
感

心
し
て
し
ま
う
。

で
も
、
ち
ょ
っ
と
、
お
か
し
な
所
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

耳
が
そ
ん
な
に
よ
く
な
い
か
ら
だ
。
大

き
な
声
で
話
す
と
「
そ
ん
な
に
大
き
な

声
を
出
さ
な
く
て
も
」
と
言
わ
れ
る
。

ま
た
、
ふ
つ
う
の
声
を
出
し
て
話
す
と

「
も
っ
と
、
は
っ
き
り
と
」
と
言
わ
れ

た
り
す
る
。
そ
ん
な
時
、
ぼ
く
は
「
な

あ
ん
だ
。
大
き
な
声
で
言
え
ば
い
い
と

思
っ
た
の
に
。
や
だ
な
あ
」
と
思
っ
て

1
ν
±

そっ
。

で
も
、
こ
う
い
う
よ
う
な
事
が
た
び

た
び
あ
る
の
に
、
ぼ
く
は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
を
大
き
ら
い
と
い
う
ふ
う
に
思

っ

た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
そ
れ
は
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
や
さ
し
い
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。
ほ
と
ん
ど
、
お
こ

っ
た
こ
と

が
な
い
。

少
し
顔
を
み
な
い
と
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
今
な
に
を
し
て
い
る
の
か
な
」
。

も
し
か
し
た
ら
、
足
が
い
た
く
て
、
が

ま
ん
で
き
な
い
時
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
こ
し
が
い
た
く
て
、
こ
ま
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

七
十
歳
を
す
ぎ
た
、
ぼ
く
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
。
や
さ
し
く
て
、
い
つ
も
わ

ら
っ
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
働
き
も

の
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
そ
ん
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
、
ぼ
く
は
そ
ん
け
い
し
て
い

る
。元

気
に
生
き
て
い

っ
て
、
百
歳
以
上

に
な
る
ま
で
が
ん
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。

ろ
う
じ
ん
へ
の
し
ん
せ
つ
は

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も

安 原市 子さ ん

(城下小・2年)

わ
た
し
の
お
ば
あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ

ん
に
、
あ
ん
ま
り
せ
わ
を
や
か
せ
た
く

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
つ
の
ま
に
か

や
っ
て
も
ら
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ

れ
で
も
、
わ
た
し
は
、
せ
わ
を
や
か
せ

て
な
い
つ
も
り
で
す
。

わ
た
し
は
、
は
は
の
日
に
い
つ
も
、

お
ば
あ
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
と

し
は
あ
ま
り
お
金
が
な
か

っ
た
の
で
、

お
ば
あ
さ
ん
に
花
し
か
あ
げ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

い
ま
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
だ
っ

た
ら
、
や
っ

て
あ
げ
た
い
で
す
。
で
も

あ
ま
り
や
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
な
く
て
、

は
ん
た
い
に
や
っ
て
も
ら
う
ほ
う
が
多

い
で
す
。
じ
ぶ
ん
で
で
き
る
こ
と
は
、

じ
ぶ
ん
で
や
る
つ
も
り
な
の
に
、
ど
う

し
て
も
や
っ
て
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ま
ど
り
ょ
く
を
し
て
い
ま

す
が
、
す
こ
し
ず
つ
し
か
な
お
っ
て
い

き
ま
せ
ん
が
、
な
お
っ
て
い
く
な
ら
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
ど
り
よ
く
す
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
、
お
ば
あ
さ
ん
の
い
え
に
い

っ
て
、
か
え
る
と
き
に
お
み
や
げ
を
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
あ
り
が
た
み
は
、
い

つ
ま
で
も
わ
す
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
大
す
き

で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ
し

い
お
ば
あ
さ
ん
。
わ
た
し
に
は
、
こ
れ

だ
け
し
か
書
け
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ

い
き
て
ほ
し
い
お
ば
あ
さ
ん。

こ
れ
で
、
ろ
う
じ
ん
へ
の
て
が
み
は
、

お
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



知恵遅れの人にはi
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定期監査の結果公表

f三えつー (9)一一一一 昭和56年10月16日 広報

守

憲義

小池

竹内

泉殿

量平殿

上回市監査委貝

同

石井

松野

上田市長

上田市議会議長

⑤ 障害者とともに

少
し
顔
を
み
な
い
と
「
お
ば
あ
ち
ゃ

た
ら
、
や
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。
で
も

(報告)

地方自 治法第 199条第 3項の規定に基づいて実施した昭和56年度

第 1固定期監査の結果を次のとおり報告します。

砂監査の期間

昭和56年 4月15日から 8月31日まで

砂監査の範囲

昭和55年度における財務に関する事務処理の状況、 契約及び工事

の状況などについて

砂監査対象か所

商工部 商工謀、労政課(勤労者福祉センタ一、働く婦人の家)、

観光課(わしば山荘)、市民会館(公園管理事務所)

農林謀、農業共済課、耕地謀、構造改善課(農村環境改

善センター)

管理課、土木課(工事事務所)、都市計画課、下水道謀、

建築謀、国道バイパス謀、交通対策課

水道局 業務課、工務課、浄水管理事務所

消防部総務課、防災課、警防課

惨監査の結果

各所管における財務に関する事務は、おおむね適正に処理され

ているものと認めた。それぞれの監査か所における細部の指摘事

項については、そのつど留意または改善方を促した。

おもな指摘事項については、別記のとおりである 。

き を い のた なづ力 に Z また、工事現場監査については、抽出により農政関係 3か所、
い持た気りさ方いがまく '= 7..:b..= 一
。つ ず持 、げ向た弱たみ j 建設関係18か所、水道局 1か所について行ったが、工事はいずれ

たらを笑すへらい 、と ; も設計書のとおり完成していることを認めた。
りに非つむ導遠の危る z
すこ常たよい慮で険つ 3 なお、今後とも行政の多様化にともない増大する事務処理にあ

と芸展 2;Z手目zti たっては、常に能率化に意を用い、効率的執行に配意されるよう

っつる言 げに囲とでミ 望むものである。

もた 2こ業ま、、のに Ti (男Ij記)
慎 り 、すとをしっ人対ま

。は投よまたす r¥ 0住宅使用料、住宅貸付償還金などの滞納整理には引続き努力
で笹 逆、け・うくちるよ 主

〈戒に相か 。安は判ぅ i されたい。

だ心 、手け 全気断 。~ 0公共下水道の普及率の向上について引続き努力されたい。

定期監査の結果について

戸
い

吾
ロ

農政部

建設部

知
恵
遅
れ
の
人
た
ち
が
、
コ
ツ
コ
ツ

と
ま
じ
め
に
も
の
ご
と
を
進
め
て
い
く

能
力
は
、
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
点
な
ど
、
い
い

面
を
最
大
限
に
買
っ
て
、
生
か
し
て
あ

げ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
生
活
へ
の
適
応
性
に
は
、
困
難

が
伴
い
ま
す
。
難
し
い
言
葉
づ
か
い
や

数
字
な
ど
の
多
用
は
避
け
、
ゆ
っ
く
り
、

て
い
ね
い
に
、
わ
か
り
や
す
く
、
と
い

う
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

相
手
の
言
い
た
い
と
思
う
こ
と
を
十
分

お
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

上田市長選挙・投票日は10月25日

上田市長選挙は 10月25日(日)に行われます。投票にお出かけの際は入場券を

お忘れなく 。

投票時聞は午前 7時から午後 6時までです。(ただし、須川・畑山・i云入・岩清

水・野念の各投票所は午後 4時まで)

きれいな選挙で住みよい上回



お知らせ現一畑
北
条
ま
つ
り
を

え

十
一
月
一
日
に
開
催

つ広報

別
所
温
泉
か
ら
独
鈷
山
の
ふ
も
と

一

帯
は
、
「
信
州
の
鎌
倉
」
と
呼
ば
れ
て
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
上
田
市
観
光
協
会
で
は
、

今
年
か
ら
こ
の
地
に
栄
え
た
塩
田
北
条

三
代
を
し
の

よ「
北
条
ま
つ
り
」
を
十

一

月
一
日
仰
に
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
塩
田
北
条
三
代
(
義
政
、
国

時
、
俊
時
)
の
時
代
行
列
の
ほ
か
、
ゆ

か
り
の
寺
や
神
社
な
ど
で
次
の
よ
う
に

多
彩
な
行
事
を
行
い
ま
す
。

〈
塩
田
三
代
北
条
行
列
〉

午
前
は
別
所
温
泉
、
午
後
は
西
前
山
・

束
前
山
・
下
之
郷
で
、
北
条
三
代
、
樵

谷
・
幼
牛
禅
師
な
ど
塩
田
ゆ
か
り
の
人

ー第 849号l号 一

姉妹都市 ・上越市とのバドミントン受歓
j会ガ、 10月4目、完成しだばかりの自然運
:動公園・総合体育館で行われましだ。この
:交歓会は、昨年10月、上越市で聞かれだの
に続き、今年で2回目。南市の選手、役員

i合わせて約100人は、親善第ーとあって、減
iしい中にも和気あいあいのムードで試合を
iしまし定。

々
に
よ
る
総
勢
三
十
余
名
の
行
列
。

〈
無
料
接
待
〉

だ
ん
ご
・
モ
チ
・
酒
の
無
料
接
待
が

行
列
到
着
前
後
の
社
寺
(
塩
野
神
社
、

龍
光
院
、
生
島
足
島
神
社
ほ
か
)
で
あ

り
ま
す
。

〈
協
賛
茶
席
〉

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
、
安
楽
寺
、

前
山
寺
で
茶
席
を
設
け
ま
す
。

〈
無
料
パ
ス
の
運
行
〉

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
、
別
所
温
泉
か
ら
生
島
足
島
神
社
の

聞
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
員
を

募
集
し
ま
す

水
道
局
業
務
課
業
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
0
4

市
水
道
局
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
員
(
委
託
)
を
募
集
し
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
次
に
よ
り
市
役
所
南
庁

舎
一
階
水
道
局
業
務
課
業
務
係
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

資

格

:
・
健
康
な
男
性
で
年
齢
、
学
歴

は
問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
員
・
・
・
若
干
名

必
要
書
類
・
:
自
筆
の
履
歴
書
を
一
通
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
・:
十

一
月
十
四
日
出

犬
の
管
理
は

大
丈
夫
で
す
か

生
活
環
境
課
環
境
指
導
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
2

こ
の
と
こ
ろ
、
犬
の
危
害
事
故
が
た

び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
飼
い

犬
で
す
。

飼
い
主
の
皆
き
ん
は
次
の
こ
と
を
し

っ
か
り
守
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
犬
と
散
歩
を
す
る
と
き
は
、
必
ず

鎖
な
ど
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う。

一
、
散
歩
時
の
フ
ン
は
、
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

一
、
夜
中
に
大
き
な
声
で
鳴
く
犬
に
つ

い
て
は
、
飼
い
方
な
ど
を
考
え
直
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
春
、
秋
の
予
防
注
射
は
、
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

一
、
死
ん
だ
と
き
は
、
生
活
環
境
課
環

ー
県
内
私
鉄
の
鉄
道
線

l

介
護
を
し
て
い
る
方

と

き

:
・
十
月
三
十
日
樹
(
雨
天
実
施
)

行
き
先
・
・
・
臥
竜
公
園
お
よ
び
須
坂
温
泉

人
員
:
・
五
十
名
(
参
加
申
込
者
が
多

数
の
場
合
は
、
福
祉
課
で
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
)

日
程
・
:
午
前
八
時
三
十
分
、
市
役
所

正
面
玄
関
前
集
合

市
役
所
出
発
(
午
前
8
・・却

)
l松

代
|
臥
竜
公
園
・
須
坂
市
営
動
物
国

市
で
は
、
と
か
く
孤
立
化
し
非
社
交
|
須
坂
温
泉
(
昼
食
、
入
湯
)
|
松

的
に
な
り
が
ち
な
重
度
心
身
障
害
児
者
代
|
上
回
着
(
午
後
4
・・

ω
)

と
そ
の
介
護
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
た

費

用

:
・
無
料

め
に
、
「
希
望
の
旅
事
業
」
を
実
施
し
て

持
ち
物
:
・
畳
食
、
お
や
つ
、
入
湯
具
な

い
ま
す
。

ど

今
年
は
四
回
目
を
迎
え
、
次
の
と
お

申
込
先
:
・
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
(
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
)
を
十

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

月
二
十
六
日
開
ま
で
に
福
祉
課
へ
お

参
加
資
格
者
・
:
在
宅
の
重
度
心
身
障

害

出

し
く
だ
さ
い
。

児
者

(施
設
へ
入
所
ま
た
は
通
所
し
そ
の
他
・
:
障
害
者
一
名
に
介
護
者
一
名

て
い
る
児
者
は
除
き
ま
す
)
と
そ
の
が
つ
い
て
く
だ
さ
い
。
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国

う

。

の

と

よ

す

剛

一

明

討

町

附

第

れ

日

削

税

。
き

剖

:

民

す

入

月

川

県

で

納

叩

配

市

期

に

相

、
5

内

。
は

附

は

第

期

い

限

川

税

税

納

き

期

砂

納

険

、

だ

納

駅

の

保

は

く

の

酌

月

康

金

力

月

慌

今

一

時

税

羽

今

制

境
指
導
係
へ
届
け
ま
し
ょ
う
。

重
度
心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん

希
望
の
旅
へ

参
加
し
ま
せ
ん
か

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

有
線
②
0
7
9
1

今月の納税

市県民税 第3期

国民健康保険税第5期

よりよい生活

みんなの願い

税金で

(市内中学生納税標語入選作品)



乗 -@ 弘、
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事業者 名 身 隊 者 車百 薄 者

割引率 方法 介護者 割引率 方法 介護者

施設長が

千曲自動車側 5 害IJ
身障手l帳 5 iliiJ 

5 ~引l
発行する

なし
の提示 (第 1極) 連打割引

証の提示

上国交通(側 5 割
身障手1阪 5 割

5 割
療育手帳

5 割
の提示 (第 1位) の提示

5 寄り

川中島自動車附 5 1罰l
身|濠手帳

民:)
な し

の提示

第 849号 ー

ー
県
内
私
鉄
の
鉄
道
線

l

身
体
障
害
者
の

割
引
方
法
が
改
正

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
3

有
線
②

0
7
9
1

従
来
、
県
内
私
鉄
の
鉄
道
線
で
は
、

身
体
障
害
者
の
割
引
方
法
が
、
市
町
村

長
が
発
行
す
る
身
体
障
害
者
運
賃
割
引

証
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
割
引
方
法
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ

だえつ一(11)一一一ー昭和56年10月16日 広 報

心身障害者、乗合パスの割引状況

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
内
私
鉄
の
鉄
道
線
に
お
け

る
身
体
障
害
者
の
適
用
範
囲
、
割
引
率
、

及
び
精
神
薄
弱
者
の
割
引
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

〈
適
用
路
線
〉

上
国
交
通
、
長
野
電
鉄
、
松
本
電
気

鉄
道
の
鉄
道
線

〈
申
込
方
法
〉

適
用
路
線
の
各
駅
窓
口
に
あ
る

「長

野
県
鉄
道
協
会
身
体
障
害
者
旅
客
運

賃
割
引
申
込
書
」
に
よ
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
提
示
の
う
え
、
割
引
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

〈
実
施
月
日〉

昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日

〈
国
鉄
線
と
の
連
絡
乗
車
券
の
購
入〉

国
鉄
線
と
の
連
絡
乗
車
券
を
購
入
す

る
場
合
に
は
、
上
記
の
申
込
書
に
よ
ら

ず
、
従
来
ど
お
り
「
身
体
障
害
者
旅
客

運
賃
割
引
証
」
に
よ
り
、
割
引
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

ー
乗
合
パ

ス・
電
車

l

心
身
障
害
者
の
割
引
状
況

心
身
障
害
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
乗

合
パ
ス
、
電
車
の
割
引
状
況
(
上
田
市

関
係
分
)
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

心身障害者、電車の割引状況

電 車

事業者名 身 障 者 精 五草 者

割引率 方法 介護者 割引率 方法 介識者

「身体障

害者旅客
5 ~J 運賃割引 施設その

上国 交通(補 5 ~割l
申込書」

5 ;lrJJ 5 害Ij
他役所で

に身障手 発行され 市町村

帳提示の る割引証 で発行

うえ割引 きれる

をうける 割引証

緑
化
木
の
即
売
会

営
林
署
で
育
て
た
緑
化
木
苗
木
の
即

売
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ご
家
庭

や
職
場
の
緑
化
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

と

き

・
:
十
月
二
十
五
日
同
と
二
十
八

日
制
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

と
ニ
ろ
:
・
東
部
町
大
字
和
上
国
営
林

署
和
緑
化
事
業
所

※
十
月
二
十
九
日
か
ら
十
一
月
二
十
八

日
ま
で
の
平
日
午
前
九
時
か
ら
午
後

三
時
(
土
曜
日
は
午
前
九
時
か
ら
同

十
一
時
)
も
、
お
売
り
し
ま
す
。

調
理
師
技
術
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

調
理
師
の
皆
さ
ん
の
技
術
向
上
を
図

る
た
め
、
上
小
調
理
師
会
主
催
に
よ
る

「
県
委
託
調
理
師
技
術
研
修
会
」
が
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
調
理
師
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
は
、
最
寄
り
の
会

場
へ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
・

マ
十
月
二
十
一
日
附
、
中
央
公
民
館

マ
十
一
月
十
八
日
閥
、
相
染
閣

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら

同
四
時
三
十
分

講
師
:
・
上
回
保
健
所
食
品
衛
生
謀
係

官
、
上
小
調
理
師
会
技
術
指
導
部

乳
幼
厄

ι
健
康
診
査

三
歳
旧
ノ

十
一
月
の
乳
幼
児
、
三
歳
児
健
康
診

査
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
時
間
は
、

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時

三
十
分
。
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

三歳児健康
診査日程表

会場 保健センター 川福西祉社セ会ンター

地区 新市内|旧市内 川西 全区

対
53年 1-

司R 53年10月生

児
6月生

11月 20日

会I晶 保健センター t亙回母チ健康センター
川西社会悩

祉センター

対 4か月児 9か月児 li16か月児 4.9か月児 1歳6か月児 1il6か月児

象
56年 7月生 55年 4月生 55年 4月生w.. 56年7fl生 56年 2丹生 55年 5月生
56年 2月 55年 5月 55年 5月

… 性日 以回全区 川西全区

1JJll11日l18B I 4 B 125 B ; 5日1|19臼 17日 10日 12日

乳幼児健康診査日程表

新市内…出尻、川辺、泉回、神川、神科、盟殿

|日市内一・東部、南部、中央、北部、西部、城下
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ね
た
き
り
予
防
教
室
に

ご
参
加
を

社
会
標
社
会
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

市
で
は
中
高
年
齢
者
の
健
康
を
守
り
、

ね
た
き
り
を
な
く
す
た
め
「
ね
た
き
り

予
防
教
室
」
を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
十

一
月
は
左
表
の
地
区
で
聞
き
ま
す
。

対
象
地
区
の
高
齢
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

主
婦
の
皆
さ
ん
な
ど
大
勢
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

内
容
:
・
①
鹿
教
湯
病
院
長
・
藤
田
先

生
の
お
話
②
保
健
婦
の
お
話
③

高
齢
者
と
家
庭
な
ど
を
テ
!
?
と
し

た
討
議

ねたきり予防教室(11月分)日程表

日 日寺 dヱbエ、 場 対象地区

11月10日(刈午後 1時-4時
農村環境

豊殿地区
改善センター

11月17日(刈午後 1時-4時 神川農協 神川地区

11月24日(刈午後 1時-4時 上野が丘公民館 神科地区

人
権
に
関
す
る
作
口
聞
を

募
集
し
ま
す

l
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
標
語
H
H

教
育
委
員
会
同
和
教
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
9

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限
・
:
十
二
月
十
五
日

ω

応
募
先
:
市
内
大
手
一
ー
ー
一
一
ー
ー
一
六

上
田
市
教
育
委
員
会
同
和
教
育
課

そ
の
他
・
・
・
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

版
権
は
主
催
者
が
所
有
し
ま
す
。
入

選
さ
れ
た
方
に
は
、
賞
状
お
よ
び
賞

口
聞
を
進
呈
し
ま
す
。

上
田
市
は
、
千
曲
の
清
流
と
、
上

回
城
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
と
人
と
が

調
和
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
で
す
。

わ
だ
く
し
た
ち
市
民
は
、
自
ら
の
英

知
と
努
力
に
よ
り
、
さ
ら
に
す
ば
ら

し
い
ま
ち
に
す
る
願
い
を
こ
め
て
、

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

上
国
税
務
署
宮
⑫
1
2
3
4

建
物
や
土
地
を
売
っ
た
と
き
に
は
、

売
却
代
金
か
ら
そ
の
取
得
費
と
売
る
た

め
に
か
か

っ
た
貸
用
を
差
引
い
た
、
自
峨

渡
所
得
に
対
し
て
税
金
が
か
か
り
ま
吹
可

こ
の
議
渡
所
得
は
、
売
却
し
た
土
地

や
建
物
の
購
入
時
期
の
違
い
に
よ
り
、

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
以
前

か
ら
持

っ
て

い
た
土
地
や
建
物
を
売
っ

た
場
合
の
長
期
必
渡
所
得
と
、
昭
和
四

十
四
年

一
月
一

日
以
降
に
買

っ
た
土
地

や
控
物
を
先
っ
た
場
合
の
短
期
戊
渡
所

一
、
自
然
に
感
謝
し
、
き
れ
い

な
水
と
空
気
を
守
り
、
縁
の

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
教
養

を
高
め
、
豊
か
な
文
化
を
育

て
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
人
々
の
善
意
を
と
う
と
ぴ
、

あ
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う

ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
産
業
を
伸
ば
し
、
働
く
よ
ろ

こ
び
を
大
切
に
し
て
、
活
気
に

み
ち
た
ま
ち
に
し
ま
す
。

一
、
平
和
と
自
由
を
求
め
、
広

く
世
界
に
目
を
向
け
た
明
る

い
ま
ち
に
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
、
市
同
和
対
策
事
業

推
進
委
員
会
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら

始
ま
る
人
権
週
間
の
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
人
権
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
ま

す。
内
容
は
、
学
校
や
家
庭
お
よ
び
地
域

社
会
に
お
い
て
同
和
教
育
を
学
ん
で
い

る
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
自
分
や

家
族
が
変
わ
っ
た
こ
と
、
部
落
解
放
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、
人
権
尊
重
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
自
分
の
体
験
や
実

践
に
基
づ
い
た
作
品
と
し
ま
す
。

募
集
作
品
:
・

①
ポ
ス
タ
ー

1
規
格

B
三
版
(
却
・

4

m
×
日
・

5
m
)
以
下
と
し
、
色
数

や
材
料
は
自
由
で
す
。

②

作

文

1
小
・
中
学
生
は
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
四
枚
以
内
、
高
校
生
・
一

般
は
六
枚
以
内
と
し
ま
す
。

③

標

語

l
一
般
の
み
と
し
、
字
数
は

二
十
字
程
度
と
し
ま
す
。

応
募
規
定
:
・
小
・
中
・

高
校
生
は
、
作

品
の
裏
面
ま
た
は
末
尾
に
学
校
名
、

学
年
、
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
は
、
裏
面
ま
た
は
末
尾
に
住
所

(番
地
)
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

上
田
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
募
集

上
田
技
術
専
門
校
宮
⑮
0
6
0
0

県
立
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
次
の

と
お
り
昭
和
五
十
七
年
四
月
入
校
の
訓

練
生
を
募
集
し
ま
す
。

上田技術専門校訓練生の募集要項

訓練科 人只 学歴 訓練期間 募集締切 入校選考日

機 械科 30人 高卒同等ま以た上は 1か年 56年月 56年月
11119日 111119日

自動車室長 30人 高卒同等ま以た上は 1か年 56年月 56年月
1碕科 1H19日 111119日

1ι計F算機科 30人 高卒同等ま以た上は 1か年 56年月 56年月
11119日 11Ji19日

木工科 20人 中卒以上 1か年 57年月 57年月
lJi11日 1 1121日

}容 接 科若干名 転中卒職以離職上者の 6か月 517年月11日 517年月21日

得
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
の
場
合
、
百
万
円
の

特
別
控
除
を
差
し
引
き
、
残
り
の
所
得

に
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
短
期
議
渡
所

得
に
つ
い
て
は
、
こ
の
特
別
控
除
の
適

用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税
率
は
長
期
譲
渡
所
得
の
場
合
、
所

得
金
額
が
四
千
万
円
ま
で
は
二

O
%、

四
千
万
円
を
超
え
る
と
特
別
な
方
法
で

計
算
さ
れ
、
税
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

短
期
譲
渡
所
得
は
、
長
期
譲
渡
所
得
よ

り
も
税
率
が
高
く
、
四

O
%以
上
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
と

そ
の
敷
地
を
売
っ
た
と
き
に
は
、
一
定

め
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
三
千
万

円
の
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
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